
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

染色教室（８月６日）の活動報告 

８/６（日）に木津保健センターで染色教室を行いました。参加者はこども８人、保護者２人、

サポーター４人、事務局２人の計１６人でした。 

猛暑の中、田中先生の指導のもと、ゴミとして捨てられる玉ねぎの皮とコーヒーがらを使っ

てバンダナを染めました。 

今回は、たまたま沖縄から届いた福木（ふくぎ）の木の皮も使いました。（福木は沖縄では防

風林など生活を守る木として植えられています。台風などで倒れると染めに使うそうです。） 

参加のお父さんお母さんも一緒に、真っ白なバンダナ生地に割り箸や、輪ゴム、洗濯バサミ、

ボタンなどを使って模様をつけ染めました。 

今回は、初めて染める福木が大人気でした。毎回染めている玉ねぎや、身近なコーヒーがら

は次回にできると思ったのかしら？？ 

染液や媒染液につけた後、待ち時間には風呂敷の使い方を小澤さんから教えてもらいました。 

小さくたためて、色々な使い方ができる風呂敷。こどもたちは帽子にしたり、忍者風のマス

クにしたりと、包む・運ぶだけでなくいろいろ楽しめることがわかりました。 

みんな無事に染め上がりとても素敵な作品ができました。 


